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　2017年9月3日の12時30分過ぎに朝鮮民主主義人民共和国を震源とする爆発的な事象が各地で観測され

た。気象庁による震源の位置は北緯41.3度、東経129.1度、深さ0キロメートルとされており、ほぼ地表付近

を震源とする。地表面で発生した爆発的事象であるため、P波以外にレーリー波が観測されており、観測され

た波形は巨大な表面波探査の観測記録と見ることもできる。 

 

　昨年度の地震学会において、観測されたレーリー波は0.03～0.1Hz付近で強い分散性を示しており、大爆破

観測のデータを用いてP波速度構造が推定されている近畿地方を対象に、ライン状の観測点を通過する波の位

相速度を解析する表面波多チャンネル解析（Multichannel Analysis of Surface Wave）を行ったところ、得ら

れた位相速度は廣瀬・伊藤(2006)を参考に設定した1次元速度構造に概ね対応するとともに、観測されている

位相速度はモホ面に至るまでの速度構造を反映したものであると考えられることを示した。 

 

　国内各地域について震源からの方位をもとに適当な角度でMASWを行ったところ、得られた位相速度に地域

性が見られていたので、それについて報告する。 

 

 

　謝辞 

 

　本報告では、防災科学技術研究所広帯域観測網（F-net）・高感度地震観測網（Hi-net）、各国立大学、気象

庁の観測データを用いました。記して感謝します。

 
北朝鮮の爆発的事象、長周期表面波、モホ面、表面波多チャンネル解析

Explosive phenomenon generated in North Korea, Long period surface wave, Homo,

Multichannel Analysis of Surface Wave

 

SSS12-P01 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SSS12-P01 -



SSS12-P01 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SSS12-P01 -



SSS12-P01 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SSS12-P01 -


